
「水原駅周辺地区」リノベーション事業について

２，９５２百万円（うち国交付金１，３６８百万円）

水原駅周辺市街地の空洞化を抑制し、同地区の賑わい創出と活性化を目的として、
「あがの市民病院」を中心に位置付けた周辺施設の整備計画を作成することで、国の
交付金を活用した複合的な整備事業を実施しました。

基幹事業：
①新病院整備事業 ②水原総合体育館耐震改修事業
③水原公民館（地域交流センター）改修事業 ④天朝山公園整備事業
⑤市道中学校前通り線歩道整備事業

効果促進事業：
①商店街活性化に向けた実態調査事業 ②防災啓発事業
③市営バス利用促進事業

総事業費（国交付金対象事業費）

事業概要

実施計画（平成２５～２９年度）

資料１
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事業概略図（水原駅周辺地区）
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国の「都市再生整備計画事業」交付金について

本事業が採択された国の「都市再生整備計画」事業は、対象期間におけるPDCAサ
イクルの確立が交付金の条件とされており、事業完了後は審議会による事後評価を
経て、市民への公表と国への報告を行う必要があります。

事後評価内容は、新たな都市再生整備計画実施の際に改善策として反映します。

CHECK
•事後評価

•ACT

•改善段階

•DO

•実施段階
•PLAN

•事前評価
都市再生
整備計画
の作成

事業の実施

事後評価
シートの
作成

今後の改
善策の実
施

3



都市再生整備計画事業では、計画の目的を定量化する数値目標（指標）を設定し、
その達成状況の検証によって事後評価を行います。

数値目標（指標）

事業目標の達成状況

※従前値は平成23、24年度の実績値。評価値は平成29年度実績値です。

事後評価内容
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事業別 寄与度整理表

地域の交流拠点の整備 防災・減災のまちづくり

市街地の賑わい創出

●新病院整備（地方都市リノベーション推進施設）

●地域交流センター整備

●水原総合体育館耐震改修

●水原前通り線歩道整備

●天朝山公園整備

まちなかの回遊性向上

●市営バス路線の見直し

●防災啓発事業

●商店街活性化に向けた実態調査

目標達成度

高い
目標達成度

低い
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全国的な医師不足の中でも安定的に医療を提供するため、指定管理者と協働して
常勤医師の招へいに取り組む。

①あがの市民病院における診療体制の確保

今後のまちづくりの方策

②地域市民の防災意識の醸成
市主催の防災訓練事業の実施や、自治会等を対象とした防災塾や防災講演会の開

催など、市民の防災意識に直接働きかける事業に取り組む。

③市街地の賑わいの創出
商店街への誘客を中心としたまちなかへの更なる誘導施策を検討していく。
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国への最終報告までの工程案

10月に事後評価原案を公表、本日11月16日（金）の総合計画審議会での審議を

経て今年中での評価完了を目指します。

10月10日（水）から31日（水）まで

11月16日（金）
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